
 

令和５年度 第６回  保土ケ谷区 障害者地域自立支援協議会 相談支援部会 議事録 

日 時     令和５年１１月８日（水）15：30～17：00  

開催場所 ほどがや地域活動ホーム ゆめ ２F食堂 

出 席 者 

 

オレンジよこはま、わおん、光の丘、タキオンネクスト、光風会、、恵和、生活支援センタ

ー、てらん広場、偕恵いわまワークス、地域生活支援センター、区高齢・障害支援課、基幹

相談支援センター 

欠 席 者 

あおば、西部療育センター、みらいライフ、ゆめ相談、かのん相談室、かけはし、ハーモニ

ー、横浜西部就労支援センター、たっちほどがや、ウィング、延命法律事務所、はる訪問看

護、幸陽園、よこはま包摂、夢２１ 

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議 題 
交流会 

（業務の中での悩み事を共有し、支援のヒントを得ることを目的とする） 

議 事 

 

 

1． 事務局より  部会長あいさつ（15：30～15：35）  部会長欠席のため、基幹相談より 

 

・交流会の趣旨、本日の進め方について （進行； 基幹相談） 

・配布物  次第、これまでにいただいた質問一覧 

 

２． 交流会  3グループに分かれる （最初のグループは、事務局で決めます）  

   １５:３５～１６:５５（８０分） 

    ２－１  計画相談の業務範囲について （30分）  

    ２－２  加算や事業運営について（30分） 

    ２－３  フリートーク（15分～20分） 

    

【テーマ１ 計画相談の業務範囲とは】 

・他都市に比べ、３機関のすみ分けがあいまいなのが気になる 

・イチ担当者の判断ではなく、事業所としての判断をおこなうように意識化 

・後見的支援室との役割分担がむずかしい 

・生活保護だけど生活費がすでにないようなケースが困っている 

・サービス変更が頻回な方への対応⇒丁寧に説明 

・事業所のフォローも大事で、通所先やヘルパーでのトラブルは双方に意見を聞く 

・兼務でやり切れない時もある 

 

・法人内ケースが主で、役割分担が明確 

・計画相談と基本相談の役割分担ができている。窓口は計画相談で対応 

・記録は大変だが、経過記録に記載あれば加算は取れるはず。 

・契約時、計画相談の基本的役割は伝えている。事前説明がポイント 

・世間話的な電話相談は、出来るだけ昼休み等に限定して話を聞くようにしている 

・業務効率化のために、モニタリングはルートなど考えて、計画的にまとめて訪問。 

 

・計画相談は、利用者を点でつながっているのを線でつなげる仕事ではないか 

・契約している本人だけでなく、サービスのない家族支援（兄弟や親）まで担うのは負

第１号様式 



担大きい。→区/基幹/生活 Cに頼ったらどうか。そのために三機関があるのでは？ 

・基本相談と計画相談で、役割分担があるとはいえ、お互いに業務過多の時は、事業所

内でも相談を引継ぎづらかったりする（伝え方難しい） 

・二次相談では、精神や発達で、二次相談担当になっている事業所が動けておらず、計

画としては困っている。横浜スタイルの二次相談は、行政と民間の混在が課題。 

・行政の指定する人員では、必要なサービスうやニーズを満たせないのが大きな課題。 

・民間で基幹相談をやっているところに横浜市の特徴あり。地方では行政＝基幹とい

うことも多い。お互いメリット、デメリットあり。 

 

【テーマ２ 加算や業務運営について】 

・収支にうるさく言われない経営体制がある。 

・どこからが業務になるのか、線引きが難しい 

・モニタリング加算など取りたいが、請求事務が大変 

・記録の取り方次第で業務改善ができるのでないか 

＊法人の他業務との兼任で計画をやっている。加算は業務負担を考えて無理と思って

いたが、強行等とれそうな加算もあるとわかった 

 

・モニタリングの頻度を変えたりして、業務が回るように調整。 

・話に出た「取れそうな加算」・・・機能強化加算、サービス提供時モニタリング加算、

入院時加算、サービス担当者会議加算、集中支援加算 

・拠点加算に対して関心はあるが、取っている事業所無し。 

・計画そのものにつく加算ではないが、計画が入ることでサービス事業所側（例；生活

介護）に加算がつくことも（トータルでは収益アップ） 

・モニタリングは生活の場、とされているが、理由があれば通所先等でも可（理由等の

記載は必須）。 

・医療と計画の連携⇒精神や重心のケースではもともと多職種連携が多いが、医療ニ

ーズが少ない場合は連携があまりないのでは？ 

 

・加算では、集中支援加算やモニタリング加算はもっと他の事業所も取った方が 

よいのではないか。記録は書き方の工夫次第（経過記録は大事）。しっかり加算を取っ

ていくことで収益も改善する。 

・請求ソフトは使っている事業所が少ない。加算など、ファジーな部分が障害福祉では

多く、現時点ではソフトを使うだけ経費がかかるという意見が多い。 

・PC をモニタリングの場に持参し（ネット環境は整える）、業務をスピード化し記録

を取って加算につなげている。 

・介護保険との切り替えのタイミングで、ケアマネとの連携加算を取るケースが出て

きている。 

・モニタリング報告書について。本人にサインしてもらう関係上、表現の工夫が必要。

事実をそのまま書くのではなく、一方でしっかりと現時点の課題は伝わるような書き

方の工夫が重要。 

・制度運用が、高齢福祉に比べてまだ安定しておらず、行政・計画それぞれの解釈のば

らつきが大きく感じる。 

・モニタリング記録は大変だというが、ベースとなる内容はそこまで変わらない。 



しっかり変化している部分を盛り込むのが大事で、書き方にメリハリつければそこま

で大変ではないのでは？ 

・加算があまり取れていない事業所がある。 

・横浜市の業務マニュアルに書いてあることをよく読み、ポイントを押さえて記録す

るのが大事では？書くほどに、「書ききれない」となってしまうのを防ぐ意味でも大事。 

・地域体制強化共同支援加算は、一事業所だけの努力では難しいが、加算が大きく、事

業所連携する意味もあるので、相談部会として取り組んだらどうか。 

 

３．各事業所からの情報提供（16：5５～17：00） 

・光の丘より研修のお知らせ 

 「個別支援会議を学ぼう」～あなたも私も脱会議初心者の会～」 

  

 

 

 

※17時から 相談部会 事務局の皆様へ 

    少しだけ残ってください。事務局会議の件で出欠の確認があります。 

 

◆次々回の相談支援部会 

日時：令和 5年 12月 22日（金）15:30～17:00 テーマ：社会資源の共有 

                         


